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れ
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％
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９
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農
家
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
重
点
的
に

進
め
、
地
域
ぐ
る
み
で
飼
料
用
米

の
活
用
に
取
り
組
み
ま
す
。

そ
し
て
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望

　
ブ
ラ
ン
ド
豚
は
、
ル
ー
ツ
も
消

費
者
へ
の
付
加
価
値
が
高
ま
る
要

因
。
今
後
は
、
ボ
ウ
ソ
ウ
Ｌ
４
の

消
費
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
も
含
め
、
ブ
ラ

ン
ド
確
立
に
向
け
取
り
組
む
こ
と

を
要
望
。
ま
た
、
飼
料
用
米
は
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
比
べ
、
配
合
割

合
を
高
め
る
こ
と
で
脂
肪
酸
の
割

合
が
変
化
し
、
肉
質
が
向
上
。
飼

料
用
米
に
よ
る
コ
ス
ト
縮
減
と
、

品
質
向
上
が
加
わ
る
こ
と
で
、
強

固
な
千
葉
県
養
豚
業
へ
の
大
き
な

一
歩
と
な
る
こ
と
か
ら
、
積
極
的

に
取
り
組
む
こ
と
を
要
望
。

３
月
一
般
質
問
で

３
月
一
般
質
問
で

３
月
一
般
質
問
で

３
月
一
般
質
問
で

努
力
が
報
わ
れ
る
農
業
へ

それが

◆
　
◆
　
◆

◆
　
◆
　
◆

そ
し
て
要
望

一般質問に登壇

県
内
消
費
拡
大

県
内
消
費
拡
大

真
の
強
み
…

真
の
強
み
…

2月17日より千葉県定例県議会が開会し、3月1日には、新人でありながら、2度目の一般質問に登壇しました。
2度目の今回は、富里市も含めた「広域的課題」に対し訴えました。

強固な千葉県養豚業へ

品質とコスト縮減が品質とコスト縮減が

大
き
な
鍵

大
き
な
鍵

大
き
な
鍵

千葉県政から
　　　富里に力を…
千葉県政から
　　　富里に力を…
県政と富里市に関する御相談・
ご要望をお気軽にお寄せください
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